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   A 65-year-old man was admitted for dysuria. He had been irradiated  "Co for malignant 
lymphoma of tonsils 2 years earlier. The findings of palpation of prostate, retrograde ure-
throgram and urethroscopy strongly suggested benign prostatic hypertrophy. Retropubic 

prostatectomy was performed and 18 g of  "adenoma" was resected. 
   By histological observation, the  -adenoma" proved to be malignant lymphoma. This 

tumor belonged to follicular lymphoma, medium-sized cell type of LSG non-Hodgkin's 
lymphoma classification. 

   After the operation, he left our hospital for a personal reason and received systemic 
chemotherapy at another hospital. 

   Key  words  : Prostate, Malignant lymphoma

緒 言

前立腺悪性 リンパ腫の報告は,本 邦ではいまだ数少

ない,今 回われわれは排尿困難を主訴 とした続発性前

立腺悪性 リンパ腫の1例 を経験したので報告する.

症 例

患者:65歳,男 性

主訴:排 尿困難

家族歴=特 記すべきことなし

*現:自 治医科大学泌尿器科学教室

既往歴:1978年6月 扁桃腫瘍にて生検を施行.組 織

学的に"細 網肉腫"と 判明したため60Co60Gy照

射を受ける.以 降テガフール600mg/日 内服を続け

ていた.

現病歴:1979年9月 より尿線細小とな り,当 科を同

年ll月 に受診.

入院時現症:全 身状態は良好.体 格,栄 養中等度.

胸腹部所見に異常は認めず,表 在 リンパ節の腫張は触

れなかった.前 立腺は触診上,超 クル ミ大,表 面平滑,

弾性硬で結節,圧 痛は認めなかった.

入院時検査成績:血 液および尿検査では末梢血 リン

パ球の軽度減少以外には異常を認めなかった,胸 部X
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線および経静脈的腎孟造影にて異常なく,逆 行性尿道

造影にて後部尿道の延長および拡張を示す前立腺肥大

症の所見を示 した(Fig.1),膀 胱鏡検査にて膀胱内

に軽度の前立腺の突出および肉柱形成を認めた.

手術所見:以 上の諸検査の結果より,前 立腺肥大症

と診断し,1979年2月19日 に恥骨後式前立腺摘除術を

施行した."腺 腫"は 指によって容易に被膜より剥離

可能であった,摘 除した"腺 腫"の 重量は18gで あ

り,肉 眼的には前立腺肥大症と考えられた.

組織学的所見:病 理組織学的には前立腺は大部分異

型 リンパ球からなる豚瘍で占められていた.腫 瘍細胞

は中等大で細胞質に乏 しく,炉 胞状構造を示 しながら

増生していた.い っぽ う,核 は比較的大きく1～2個

の明瞭な核小体をもち,核 縁は時に切れ込みを示して

いた(Fig.2,3).以 上のことから,こ の腫蕩は非ポ

ジキン病に属する悪性 リンパ腫で,LSG分 類1・2)の

炉胞性 リンパ腫,中 細胞型と診断された.

術後経過:術 後排尿困難は改善された.悪 性 リンパ

腫とい うことが判明したため,全 身に対する治療が必

要となったが,患 者の都合により他院にて検査,治 療

を受けることになり,1979年4月 当科を退院した.
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考 察

前立腺悪性 リンパ腫については欧米では約300例 の

報告があるが3),本 邦 では著老が調べえた限 りでは10

例4'-13)にす ぎない.悪 性 リンパ腫は通常 リンパ節 な

いし生理的に リンパ組織をもつ臓器より発生するが,

それ以外の臓器からの発生もみられる.そ のなかでも

前立腺悪性 リンパ腫はまれなものとされている10).悪

性 リンパ腫の原発巣を厳密に決定することは困難な場

合が多く,前 立腺悪性 リンパ腫の報告においても原発

性であるか続発性であるかの記載が必ずしもあきらか

でない ものも多い.著 者 らの症例は 約1年 前に扁桃

"細網肉腫"と 診断 されてお り
,続 発性の例と考え

られた.

悪性 リンパ腫の分類に関 しては過去において少なか

らぬ混乱があったが14),現 在 ではポジキン病 と非ポジ

キンリンパ腫に大別されている.非 ポジキンリンパ腫

については細分類が なされ,新 国際分類Working

Formulation:5)が 用 いられているが,さ らに本邦で

は,よ りわが国の実情に即した分類として悪性 リンパ

腫病理組織診断研究 グループLymphoma-1eukemia

StudyGroupが 提 案 した 分類(1・SG分 類)1,2)が用

いられている.し たがって現在では"細 網肉腫"``リ ン

パ肉腫"な どの診断名は用いないのが一般的である.

臨床的には悪性 リンパ腫は全身性疾患であるので,

リンパ管造影,全 身CTな どによって病期を決定す

ることは治療上きわめて重要なことである.非 ポジキ

ンリンパ腫の病期分類は,1971年 に提案されたAnn.

Arborの ホジキン病病期分類16)がそ のまま準用され

ている.こ れに よると本症例は扁桃原発と考えられ前

立腺浸潤もあるので病期1Vに 属する.悪 性 リンパ腫の

治療は,病期1お よび 皿は放射線療法,病 期皿および]V

は各種抗癌剤の多剤併用療法が原則であるので,著 者

らがこの症例を術前に前立腺悪性 リンパ腫と診断 しえ

ず,手 術を施行した点は反省すべきであったと考えて

いる.前 立腺悪性 リンパ腫は触診上硬く3・8・1。・12・13)悪

性を疑わせる所見が得られることが多 く,ま た巨大に

なって発見される場合もある6・12).本症例の場合,そ

のような所見がなかったため前立腺肥大症と考え,術

前に生検は施行しなかった.前 立腺悪性 リンパ腫に よ

る排尿困難は放射線療法8・夏。),多剤併用化学療法12)に

て改善可能であるので,手 術療法を第一におこなうと

いう考え方は一般的ではない.本 症例は転院先にて全

身の精査後,多 剤併用化学療法が施行された.

結 語

排尿困難を主訴とした続発性と考えられる前立腺悪

性 リンパ腫の1例 を報告した,

なお本論文 の要 旨は,第395回 日本泌 尿器科学会東京地方

会 にて発 表 した.
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